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第 4 章 
省エネルギー運転制御技術では，処理水質の安定化，風量削減に伴う消費電力低減，




水 NH4-N 目標値（1.0 mg/L）を満足しつつ，曝気風量を 10%以上削減の目標を目指して，
下水処理場で実証実験を行った．その結果，処理水の平均 NH4-N 濃度を 0.33 mg /L と





環式硝化脱窒法，処理規模 50,000 m3/d，制御方法が DO 一定制御の下水処理場を想定
した場合，消費電力を 12.9%，CO2 排出量を約 930 kg/d 削減できる試算結果が得られた． 
 











簡易処理水量を低減できることで，NH4-N 放流負荷を 22%低減できる試算結果を得た． 
 



















（続紙 ２ ） 
 















の風量制御技術（ DO 一定制御）と比べて硝化の進行を適正化でき，平均処理水 NH4-N
濃度 0.33 mg /L を満足しつつ，曝気風量削減率 16.9%の成果を得た．また，開発した硝
化制御技術の要素機能である，風量演算機能，処理特性の見える化機能，風量演算モデ
ルの自動更新機能の成立性および有効性を確認した．処理規模：50,000 m3/d の循環式








持でき，濁質成分の放流負荷を 73%低減できるとともに，返送流量や MLSS 濃度の運転条
件を変更することで，簡易処理水量も低減でき， NH4-N 放流負荷を 22%低減できる試算
結果を得た． 
 
以上，本研究は，下水道の処理プロセス，制御技術，雨天時対応の３つのアプローチか
ら，放流汚濁負荷や消費エネルギーを削減する技術を開発し，その成立性および適用効
果を検証したものであり，下水処理における環境負荷低減，効率的な運転管理の実現に
貢献するものであり, 学術上、実際上寄与するところが少なくない．よって，本論文は
博士（工学）の学位論文として価値のあるものと認める．また，令和２年３月２７日，
論文内容とそれに関連した事項について試問を行い，申請者が博士後期課程学位取得基
準を満たしていることを確認し，合格と認めた． 
 
